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この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部で作成しました。

社  協 だより

第11回 ふれあいフェスティバル第11回 ふれあいフェスティバル
ハンディキャップがあっても普通に暮らしている、そんな人々を主役に、バンド演奏・演劇・
ダンスなどのステージ発表と施設などで作った作品の展示・販売を行います。
応援、観覧にお誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。

開催日時　2017年10月21日(土曜日)　
　　　　　9:00(開場)　9:30(開演)
開催場所　築上町コミュニティセンター「ソピア」

【主催】ふれあいフェスティバル実行委員会・築上町社会福祉協議会　【後援】築上町
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食事コーナー
パ　ン
コーヒー
かき氷
サーターアンダギー
　　（３個入り）
豚　汁
うどん
焼きそば
カレー
かしわ飯

100円
100円
100円
100円

100円
200円
200円
200円
200円

和光苑陶芸クラブ（短歌、陶芸など）
築上町身体障害者福祉会（盆栽、活動紹介など）
築城特別支援学校（学校紹介）
手をつなぐ親の会（作品展示、微生物活性酵素の紹介）
ワークランド・こすもす（施設紹介）
地域包括支援（｢オレンジカフェきづき｣利用者の作品展示）

ワークランド・こすもす（ストラップ、キーホルダー）
きのこセンター翼（しいたけ、なめこ、ひらたけ、 など）
フリーマーケット

展示

販売

第11回 ふれあいフェスティバル
ステージプログラム 10月21日（土）開催

開会セレモニー　開会のあいさつ

来賓あいさつ

詩　吟

コンサート

紙芝居

紙芝居

悪徳商法寸劇「リフォーム詐欺」

手話コーラス
「築上の風、にじいろ、365日の紙飛行機」

合唱「手のひらを太陽に、ふるさと、
　　　坊がつる讃歌」

手話コーラス

踊り「ソーラン節」

エンディング　閉会のあいさつ

実行委員長あいさつ

時　間

９：３０～

13：0０～

午前の部

午後の部

15:30（終了予定）

ー 昼 食 休 憩 ー
（築上町プロモーションビデオ上映）

内　　容 出演者名

※出演順は変更になることがありますのでご了承ください。

ふれあいフェスティバル実行委員長

内藤　道夫

築上町社会福祉協議会 会長 内藤　道夫

山びこ保育園

朗読ボランティア「うぐいす会」

朗読ボランティア「しらうめ」

ライムライム

笑顔でふれあいワークショップ

寸　劇 大川病院　大川劇団

ダンス CPCジュニアエアロビクス

吹奏楽 築上西高等学校　吹奏楽部

バンド 定行　烈志バンド

バンド ロックバンド  With（ウィズ）

築城手話の会
築上町ジュニアリーダークラブ

ワークランドこすもす
第二ワークランドこすもす



３

赤い羽根共同募金が始まります
　10月1日から12月31日まで、赤い羽根共同募金運動が始ま
ります。
　築上町においても、住民の皆さまのご協力のもと募金運動
を行い、寄せられた募金の配分金をもとに、様々な地域福祉
活動を展開しています。また、歳末たすけあい募金も行って
います。
　今年度も皆さまの温かいご支援・ご協力を心よりお願い申
し上げます。

地域で集めた募金は
　　集めた地域で使われます

　築上町で集められた募金の約 80％は、
町内の福祉活動に使われ、残りの約 20％
は、より広域的に福岡県の福祉課題を解
決するために使われています。

災害支援にも役立っています

　共同募金は、各都道府県で大規模災害が発生した
時に即座に災害支援を行えるよう、毎年の募金額の
一部を「災害等準備金」として積み立てています。
東日本大震災や熊本地震等においても、被災者支援
のための災害ボランティアセンター設置・運営等の
復興支援に役立てられました。

いろいろな募金方法

戸別募金

みなさんが住む地域・自治会を通じて各世帯

にご協力いただいている募金です。

その他の募金

募金期間中に公共施設等に募金箱を設置して
いただきご協力いただいている募金などです。

法人募金

法人・企業などにご協力いただいている募金

です。

街頭募金

店頭や人の集まる場所でご協力いただいてい

る募金です。

学校募金

幼稚園、保育園、学校の児童生徒から

ご協力いただいている募金です。

イベント募金

イベント会場などでご協力いただいている

募金です。

子育てサークル学童保育

災害ボランティア



十
月  

神
無
月

　
旬
の
秋
、
山
の
恵
み
が
豊
か
に
な
り
木
々
の
葉
が
紅
葉
す
る

か
ん
な
づ
き

ナ
ツ
メ
「
棗
」 

ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ
科

裏
庭
の
ナ
ツ
メ
が
今
年
も
い
っ
ぱ
い
実
を
つ
け
て
い
る
。

・
分
布…

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
南
東
部
か
ら
ア
ジ
ア
東
部
の
地
域
が
原
産
地
と
の
事
。
中
国

の
山
西
一
帯
で
は
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
た
ら
し
く
「
史
記
」
（
紀
元
前
九
七
）
に
は

「
安
邑
千
樹
の
棗
」
と
あ
る
そ
う
で
す
。
日
本
に
は
九
世
紀
以
前
に
渡
り
、
栽
培
さ

れ
て
い
る
落
葉
灌
木
。
樹
高
10
ｍ
に
達
す
る
も
の
も
あ
る
と
の
事
。

・
特
徴…

枝
は
二
、
三
本
ず
つ
束
生
し
家
の
は
ト
ゲ
が
あ
る
け
れ
ど
、
な
い
木
も
あ

る
ら
し
い
。
葉
は
短
柄
で
枝
に
互
生
し
葉
身
は
つ
や
が
あ
り
卵
形
か
長
卵
形
で
先
は

鈍
い
。
夏
、
葉
腋
に
淡
黄
緑
色
の
小
さ
な
五
弁
花
を
つ
け
る
。
果
実
は
楕
円
形
の
核

果
で
熟
す
る
と
茶
褐
色
に
な
り
り
ん
ご
の
よ
う
な
味
が
す
る
。

　

漢
名
は
（
棗
）
中
国
で
は
古
来
、
五
果
（
桃
、
栗
、
杏
、
李
、
棗
）
の
一
つ
と
さ

れ
た
。
「
和
名
抄
」
に
は
「
棗
本
草
云
大
棗
、
一
名
美
棗
、
和
名
奈
豆
女
」
と
あ
る
。

・
由
来…

「
大
和
本
草
」
に
は
「
夏
芽
ヲ
生
ズ
ル
故
ニ
ナ
ツ
メ
ト
云
フ
」
と
あ
る
。

・
薬
効…

果
実
は
滋
養
、
強
壮
、
消
炎
、
利
尿
の
効
果
が
あ
る
と
し
て
、
薬
用
に
す

る
。
乾
か
し
た
ナ
ツ
メ
は
赤
い
の
で
紅
棗
と
い
っ
て
食
用
と
す
る
け
れ
ど
虫
が
つ
き

や
す
い
た
め
、
こ
れ
を
蒸
し
て
再
び
日
干
し
す
る
。
外
面
が
暗
褐
色
と
な
る
の
で
黒

棗
と
呼
ん
で
薬
用
又
は
食
用
に
す
る
。
民
間
療
法
で
は
葉
は
や
け
ど
に
外
用
す
る
。

ナ
ツ
メ
酒　

暗
紅
色
に
熟
し
た
果
実
を
日
干
し
て
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
蒸
し
再
び
日
干

し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
で
食
べ
て
も
よ
い
が
、
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
に
仕
込
ん
で
薬
酒

を
作
っ
て
お
け
ば
神
経
の
興
奮
を
鎮
め

て
安
眠
を
得
ら
れ
る
と
の
事
で
す
。

　

さ
わ
や
か
な
季
節
で
す
。
お
出
か
け

の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
お
元
気

に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

（文とイラスト）
広報部会　大森　キヨ子

か
ん
ぼ
く

よ
う
え
き

そ
う

わ
み
ょ
う
し
ょ
う

な　
つ　
め

や
ま 

と  

ほ
ん
ぞ
う

こ
う
そ
う

こ
く

そ
う

　
去
る
平
成
29
年
７
月
24
日
〜
27
日
の
４
日

間
、
東
峰
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

協
力
の
た
め
、
派
遣
し
運
営
の
協
力
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
、
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
参
加
し
、
資
材
・
車
両
班
の
班
長
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
資
材
班
の
一
日
は
資
材
や

車
両
の
確
認
か
ら
始
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
配
る
飲
料
水
の
準
備
等
を
行
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
準
備
を
し
ま
す
。
受

付
等
を
終
え
ら
れ
た
団
体
に
素
早
く
資
材
を

渡
せ
る
よ
う
資
材
の
呼
び
方
を
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
な
ら
﹁
ト
ラ
﹂、一
輪
車
な
ら
﹁
ネ
コ
﹂︵
一

輪
車
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
よ
り
も
小
さ
く
ネ
コ
は

ト
ラ
よ
り
も
小
さ
い
た
め
︶
と
呼
び
や
す
い

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
活
動
場
所

ま
で
は
主
に
チ
ー
ム
村
民
の
方
が
車
で
活
動

場
所
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
東
峰
村
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
東
峰
村
社
会
福
祉

協
議
会
以
外
に
東
峰
村
の
地
理
に
詳
し
い
ス

タ
ッ
フ
が
居
な
い
た
め
、
チ
ー
ム
村
民
の

方
々
に
は
非
常
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
期
間
、
東

峰
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
福
岡
県
内
の

社
協
を
は
じ
め
、
佐
賀
県
社
協
、
長
崎
市
社

協
の
方
達
に
は
相
談
に
の
っ
て
頂
い
た
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
皆
さ
ん
の
助
け
に
よ

り
無
事
派
遣
期
間
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
稲
　
田
　
信
　
人

東
峰
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
派
遣
報
告

▲ボランティアセンター資材班 ▲岩手県岩泉町のみなさんからの応援メッセージ
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築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
芳
情
に
対
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
浄
財
は
、
社
会
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
さ
れ
た
場
合
は
、
所
得
税
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

（
平
成
29
年
６
月
21
日
〜
平
成
29
年
９
月
20
日
受
付
分
ま
で
掲
載
）

寄
付
金
の
お
礼

◆
椎
田
地
区

〔
湊
　
南
〕
島
　
田
　
幸
　
隆 

様
（
亡
義
母
　
加
来
保
代
様
）

　
　
　
　
　
吉
　
田
　
　
　
司 

様
（
亡
母
　
光
子
様
）

〔
鬼
　
塚
〕
山
　
口
　
弥
　
生 

様
（
亡
夫
　
賢
司
様
）

〔
椎
田
西
〕
矢
　
成
　
次
　
夫 

様
（
亡
妻
　
都
様
）

　
　
　
　
　
梅
　
野
　
信
　
子 

様
（
亡
夫
　
雄
治
様
）

　
　
　
　
　
入
　
船
　
佳
津
一 

様
（
亡
父
　
三
郎
様
）

〔
椎
田
南
〕
田
　
原
　
哲
　
美 

様
（
亡
父
　
吉
信
様
）

〔
東
高
塚
〕
松
　
村
　
邦
　
雄 

様
（
亡
妻
　
則
子
様
）

〔
宇
留
津
〕
米
　
田
　
信
　
子 

様
（
亡
夫
　
道
雄
様
）

〔
東
八
田
〕
入
　
江
　
俊
　
江 

様
（
亡
夫
　
昌
美
様
）

　
　
　
　
　
城
　
田
　
忠
　
章 

様
（
亡
妻
　
光
子
様
）

〔
今
　
津
〕
石
　
田
　
洋
　
子 

様
（
亡
母
　
美
智
子
様
）

　
　
　
　
　
前
　
田
　
康
　
載 

様
（
亡
姉
　
美
咲
子
様
）

〔
水
　
原
〕
竹
　
口
　
浩
　
司 

様
（
亡
義
母
　
井
上
美
江
子
様
）

〔
越
　
路
〕
北
　
代
　
雄
　
治 

様
（
亡
父
　
福
生
様
）

〔
小
　
原
〕
桑
　
野
　
英
　
雄 

様
（
亡
母
　
ハ
ツ
ヱ
様
）

　
　
　
　
　
上
　
田
　
カ
ツ
ヨ 

様
（
亡
夫
　
博
司
様
）

〔
石
　
堂
〕
津
　
本
　
正
　
明 

様
（
亡
母
　
キ
ヨ
子
様
）

〔
福
　
間
〕
森
　
　
　
浩
　
久 

様
（
亡
母
　
惠
美
子
様
）

◆
築
城
地
区

〔
櫟
　
原
〕
中
　
畑
　
公
　
教 

様
（
亡
母
　
タ
カ
様
）

〔
下
本
庄
〕
大
　
野
　
忠
　
義 

様
（
亡
父
　
弘
文
様
）

〔
伝
法
寺
〕
福
　
田
　
高
　
志 

様
（
亡
母
　
純
子
様
）

〔
松
　
丸
〕
満
　
野
　
健
　
𠮷 

様
（
亡
妻
　
ト
ヨ
子
様
）

〔
安
武
第
四
〕
宮
　
尾
　
ミ
サ
ヱ 

様
（
亡
夫
　
善
明
様
）

〔
赤
幡
第
二
〕
川
　
本
　
末
　
廣 

様
（
亡
母
　
ア
サ
ノ
様
）

〔
下
小
山
田
〕
藥
　
丸
　
正
　
憲 

様
（
亡
妻
　
フ
ジ
子
様
）

〔
東
築
城
〕
行
　
比
　
保
　
美 

様
（
亡
父
　
保
行
様
）

〔
上
別
府
〕
吉
　
元
　
重
　
夫 

様
（
亡
妻
　
美
代
子
様
）

〔
下
別
府
〕
杉
　
野
　
　
　
勲 

様
（
亡
父
　
政
一
様
）

　
　
　
　
　
山
　
内
　
一
　
典 

様
（
亡
母
　
和
枝
様
）

〔
船
　
迫
〕
蔵
　
田
　
慶
　
子 
様
（
亡
夫
　
達
雄
様
）

　
　
　
　
　
松
　
本
　
岩
　
雄 
様
（
亡
母
　
ハ
ツ
エ
様
）

◆
一
般
寄
付

　
則
松
直
博
　
様

　
リ
サ
イ
ク
ル
　
福
　
様

　
大
楠
会
　
会
長
　
中
野
龍
一
　
様

香
典
返
し

車イスのご寄付を頂きました

　築上町築城の故・高橋 晋様、節子様夫妻のお名前で、姪の松木早苗様よ
り車イスのご寄付を頂きました。
　いただいた車イスは合計 10台で、自愛の家、築城社会福祉センターに 5
台ずつ設置しています。当会の事業において大切に使わせていただきます。
ありがとうございました。
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ハンディキャップのある人やない人がお互いを知り合うための集まりです。ケーキ作りやビンゴ

ゲームなどで、みんな一緒に楽しみましょう。

いろいろな人と出会いたい方、皆さまの参加お待ちしています。

平成29年12月9日(土)　10：30～13：30（受付10：00～）
築上町築城保健センター「チアフルついき」
１人　５００円
８０名（定員になり次第、締め切ります）
笑顔でふれあいワークショップ実行委員会
築上町社会福祉協議会
電話：56-2223　FAX：56-2244
11月30日(木)まで電話もしくはFAXにてお申込みください。

日　時
会　場
参加費
定　員
主　催
申込先

申込締切

笑顔でふれあい
　ワークショップ参加者募集

障がいのあるなしに関わらず、
たくさんの人と出会える

イベントです。

ちょっと早いクリスマス

　
今
年
は
、
豪
雨
災
害
や
猛
暑

で
温
度
計
も
う
な
ぎ
上
り
の
異

常
気
象
で
、
エ
ア
コ
ン
の
嫌
い

な
私
も
毎
日
使
用
。
熱
中
症
に

な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

過
ご
し
た
夏
で
し
た
。

　
社
協
の
方
々
も
被
災
地
へ
の

救
援
に
、
ま
た
新
し
く
立
ち
上

げ
た“

子
ど
も
食
堂
“
運
営
な

ど
多
く
の
活
動
・
行
事
に
気
配

り
を
す
る
姿
に
安
心
感
を
覚
え

ま
す
。

　
自
然
災
害
は
、
い
つ
自
分
の

身
に
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

隣
近
所
で
日
頃
か
ら
話
を
し
、

身
の
周
り
に
気
を
配
っ
て
行
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
広
報
部
員
も
社
協
の
仕
事
を

ご
理
解
頂
け
る
紙
面
を
目
指
し

て
日
々
研
鑽
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
意
見
や
投
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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報
部
会
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ちくじょう子ども
食堂へ食材等の

ご寄付をいただきました

・薬丸 明子 様 ・元島 正憲 様 ・川端 洋子 様 ・安部味噌製造所 様
・ワークランドこすもす 様 ・黒田 源吾 様・エースいちご株式会社 様
・竹本 弘子 様 ・田村 啓二 様、雪枝 様 ・内藤 道夫 様 ・匿名希望  様

ちくじょう

子ども食堂
子ども一人だけでも入れる食堂です。

いっしょに夕ごはんを作ったり、みんな

でいっしょに夕食を食べましょう。親子

づれや地域のみなさんも歓迎します。

日 時：第２・第４ 金曜日
場 所：椎田社会福祉センター｢自愛の家」
費 用：小 学 生 　　  100円
　　　 中学・高校生  200円
　　　 大　  人 　　  300円

4時〜6時
  ▶夕食作りまたは宿題
6時〜7時半
  ▶食事※お手伝いしてくれた

　子どもたちは半額

お問い合わせ
社会福祉法人  築上町社会福祉協議会
☎56-2223  HP:http://chikujyo-shakyo.jp/

※食堂のお手伝いボランティア
　や食材の寄付も受け付けてい
　ます。


